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CＤ-ＲＯＭと大学図書館

栗　山　正　光

これはあるＣＤ-ＲＯＭにつ

いて書かれた本1)の標題である。グーテンベル

グ こちらは日立が開発したＣＤ-ＲＯＭ検索用

１ページ2,000宇の本なら135,000ページ収録で

きる計算である。現在よく使われているフロッピ

ーディスクがせいぜい１メガバイト，ノヽ－ドディ

スク（パソコン用）でも20メガバイトであるこ

とを考えると，並はずれた容量であると言える。

　情報はすべて１かＯのビットに置き換えられ，

金属でコーティングされた記録面にピットと呼ば

れる凹みをつけることによって記録される。ピッ

トは中心から外へ向かって渦巻状に配置される

（図１参照）。従来のレコードの溝が外から内に向

かって刻まれているのと逆なわけである。データ

を読み取る場合には，このピットの列に下からレ

ーザー光を当ててやり（下から見た場合ピットは

凹みではなくでっぱりとなる），反射されて戻っ

て来る光の量を調べる。ピットに当たった光は散

乱するため，それ以外のところ（ランドと呼ばれ

る）より戻って来る光の量が少なくなる。この光

の量の大小によって１かＯかを判定するわけであ

るが，ここで面白いのはピットがＯでランドが１

（あるいはその逆）というふうに対応しているの

ではなく，ピットからランドあるいはランドから

ピットヘ移る部分が1，それ以外のところ（つま

りピットもランドも）がＯになっているというこ

とである（図２参照）。

　従来のレコードではプレーヤーの回転数が一定

（角速度一定Constant Angular Velcx:ity)である

ため，内側の方が外側よりも信号の記録密度が高

くなっている。ＣＤでは線速度一定(Constant

Linear Velocity)という方式を取っており，内側

と外側の記録密度を同じにしている。つまり外側

に行くほど回転を遅くして，一定時間に走査する

距離を常に一定に保っている。これは単位面積あ

たりの記憶容量を最大にしている一方，アクセス

時間の遅さの原因ともなっている。

　音楽用ＣＤがプレーヤーをアンプやスピーカー

につなぐのに対し，ＣＤ-ＲＯＭではドライブ（要

のパソコンにつけられた名前である。古代エジプ

トの大発明でペーパーの語源ともなったパピル

ス，あるいは活版印刷術の父グーテングルク以来

の革命的メディアとして期待されているのが

ＣＤ-ＲＯＭである。

　ここではＣＤ-ＲＯＭについて，大学図書館との

関わりを中心に考えてみたい。

　現代の最先端技術を扱う場合の宿命であるが，

本稿が活字になる頃には書いてあることの大部分

が時代遅れになってしまっているという恐れが十

分にある。本稿は1987年８月上旬までに入手し

た情報に基づいていることを御承知置きいただき

たい。

2. CD-ROMとは

　ＣＤ-ＲＯＭ（ＣＤＲＯＭと続けて書かれることも

多い）と書いて「シーディーロム」と読む。 CD

はCompact Disk (Discと綴る場合もあるが，

英米人はＫを使う方がお好きらしい2）･3）），ＲＯＭ

はRead Only Memory （読み出し専用記憶媒体

とでも訳すのだろうか）のアクロニムである。音

楽用のコンパクト・ディスク（以下ＣＤと略す）

は今や完全に従来のレコードに取って替わった感

があり，愛聴されている方も多いことと思われ

る。直径12 cm のプラスチックの円盤で,銀色の

表面に光が当たると虹色のスペクトルが浮かび上

がり，ちょっとした夢をかきたてられる。 CD-

ＲＯＭはこの音楽用に開発されたＣＤに文字や映

像をディジタル情報として格納したものである。

　CD-ROM １枚に収めることのできる情報量は

553メガバイトである。英数字で５憶5,000万字，

漢字でも２億7,000万字以上入ることになる。
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ピットでは光は散乱し，

ほとんど戻って来ない。

図1，図２とも引用文献１）を参考に筆者が作成

するにプレーヤーである）をパソコンに接続し，

フロッピーディスクに収められている検索ソフト

ウェアを介してディスプレイ装置に情報を表示す

るというのが一般的な使われ方である。

　ＣＤ-ＲＯＭは光ディスクの一種だと言えるが，

一般に光ディスクと言った場合，ＣＤ-ＲＯＭより

大型（直径20 cm, 30cmなどいろいろある）の

ものを指すことが多い。 ＣＤ-ＲＯＭはその名の通

り再生専用のメディアだが，書き込みはできるが

消去できない追記型（ＤＲＡＷ（Diｒｅｃt Read After

Write)とかWORM (Write Once Read Many)

とか呼ばれる）は既に商品化され，電子ファイル

などに利用されている。また書き換えが自由に行

なえる消去可能型も’87年秋には発売されるとい

うことである4）。

　同じＣＤの仲間でも現在の音楽用ＣＤとCD-

ＲＯＭの他に，５分間の動画と20分の音楽を収め

るＣＤ-Ｖ,パソコンにつなぐ必要がなく専用プレ

ーヤーをディスプレイ装置につなぐだけという

ＣＤ-I（Ｃｏｍｐａｃt Disk-Interractive),さらにマイ

クロソフト社主催の第２回ＣＤ-ＲＯＭ国際会議

（1987年３月）で話題をさらったDVI (Digital

Video lntｅｒｒａｃtiｖe5）･6））などといった新製品が続

々と発表されている。 DVI というのはCD-ROM

に72分の動画が収録できる7）というもので，こ

れがどれほど凄いことかは，ＣＤ-Ｖが同じ動画で

もたった５分間しか収録できないことと比べ合わ

せてみればわかる。

　こうした新製品がいずれもまだ試験段階だった

り，高価で他の類似製品との互換性もない状態で

あるのに対し，ＣＤ-ＲＯＭはメディアとして成熟

しつつあると言える。そのひとつの表われが国際

標準規格の確立である。物理的なフォーマットは

ランドでは光はその

まま戻って来る。

図２

既に定まっており，懸案だった論理フォーマット

についても，ノヽイシエラ・グループという関係各

社（フィリップス，ソニー，日立，マイクロソフ

ト，3Mなど12社が集まって作った検討委員会）

が1986年５月に標準論理フォーマットを提案し

ており，これが事実上の国際規格と見られてい

る。現在国際標準化機構（ISO）で審議中で，1987

年中にも正式に国際規格として認められるだろう

ということである8）。ただしノヽイシエラ・グルー

プにＩＢＭが入っていないことに懸念を表明する

人もいる9）。またパソコンとＣＤ-ＲＯＭドライブ

をつなぐインターフェイスではSCSI (Small

Computers Systems Interface)が支持を集めて

いると言う1o）。こうした規格が定まれば，一応あ

らゆるＣＤ-ＲＯＭをどの機械でも読み取ることが

できるようになる。

３．図書館とCD-ROM

　少々古いデータになって恐縮だが,1986年６月

の時点でアメリカで手に入るＣＤ-ＲＯＭ製品の総

数が97タイトルである。これは21のカテゴリー

に分けられるが,25タイトルが「図書館」のカテ

ゴリーに入り，２位の「医学・生物学」と「デモ

ンストレーションのみ」がそれぞれ半分の12タ

イトル，残りはすべて１ケタという数字である

11）。圧倒的に図書館向けの製品が多い。まさに

（ＣＤ-ＲＯＭは図書館を当面のターゲットとして

いる12）」と言える。

　また開発中のＣＤ-ＲＯＭシステムのテストの場

として図書館が使われることもある。無料でいろ

いろ試してみることができ，知識も増え，しかも

完成品をより良くするのに貢献することになる。

いいことずくめのようであるが，他方，完成品を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
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試す方が簡単だし，こうしたテストに図書館員の

貴重な時間を食われてしまうのはたまらないとい

う見方もある13)。

　筆者の勤務する筑波大学附属図書館でも，1987

年５月半ばから１ヵ月間，口外アソシエーツの

｢バイブルズ｣のモニターとなった。残念ながら

この段階では，検索ソフトも割に不便だし，ディ

スプレイ装置もプリンタももう１ランク上のもの

がほしい，というのが大方の意見であった。

　ともあれターゲットにされている図書館として

もＣＤ-ＲＯＭに無関心では済まされない。以下で

はＣＤ-ＲＯＭが図書館においてどのように利用さ

れ，どのようなことが問題とされているのか，ア

メリカでの例を中心に見て行くことにする。

4.オンライン検索とCD-ROM

　現在オンラインでサービスされているデータベ

ースが続々とＣＤ-ＲＯＭｨﾋされている。代表的な

ものとしては，ＥＲＩＣ（教育), EMBASE (医学），

ＭＥＤＬＩＮＥ（医学），ＤＩＳＣＬＯＳＵＲＥ（ビジネス），

LISA（図書館）などがある。オンライン検索に

対してオンディスク検索という言葉も使われ始め

ている。

　利用者や図書館から見た場合，オンラインに対

してＣＤ-ＲＯＭが有利だとされる点は次のような

ものである。

　1.オンラインでは接続時間やヒット・レコー

ド件数に対して課金されるが，ＣＤ-ＲＯＭでは最

初に定まった額（１年間の予約制であることが多

い）を支払えば追加料金を取られることはない。

従って時間を気にすることなく，好きな時に好き

なだけ検索することができる。検索ソフトも初心

者向けのやさしいものが使え，代行検索の必要が

なくなって，図書館員の仕事も軽減されるし，今

までコンピュータに無縁だった利用者も機械検索

に親しむことができるようになる。さらに購入計

画が立てやすくなることも見逃せない。

　2.システム障害や回線障害の影響を受けな

い。

　3.検索者のプライバシーが保てる。

　一方欠点としては，

　1.更新の頻度は月１回が限度であり，速報性

に欠ける。（しかしこれはオンラインと併用する

ことで解決できる。現実にＣＤ-ＲＯＭ購入者には

　18

オンライン検索を無料にしている例がある)。

　2.容量に限界があるため，大規模なデータベ

ースになるとディスク１枚に収まり切らない。｀

(しかしディスクを替えるだけのことだ)。

　3.何人かで同時にアクセスすることができな

い。(利用頻度の高いものは複数そろえれば良い)

などといったことが挙げられている。

　こうして見た限りでは圧倒的に長所が短所を上

回るようだが，現実はどうだろうか。

　まず経済的な問題を見てみよう。 ＣＤ-ＲＯＭの

価格は現在のところかなり高い。たとえばLISA

の場合だが，１年の価格が$995である。　しかも

年１回の更新時に古いディスクは返さなければな

らない14)。　ところで｢LISAオンラインの。－ザ

ーの大多数は年に$300以下しか使わない。　これ

は印刷体の購入価格とほぼ同じである15)｣。して

みると３倍以上の料金を払って情報の鮮度の落ち

るＣＤ-ＲＯＭにする理由がどこにあるだろうか?，

　しかも図書館は(豊かでなく，実験のための予

算を持つところは少ない16)｣。従って次のような

意見が出るのも十分うなずけることである。

　｢図書館はこれらのシステムにとって主要なマ

ーケットであり，われわれが集団で適正価格につ

いて決めることは業者の販売戦略に重大なインパ

クトを与えるだろう。現在の価格は豊かな図書館

と貧乏な図書館の間に情報の格差を作り出そうと

しており，われわれは何とかしてこれを避けねば

ならない17)｣。

　この著者は続けて，具体的な方策として，標準

規格と適正価格の設定が済むまで図書館はCD-

ＲＯＭを含めた光ディスク製品を購入しないよう

にするべきだと言う。

　ＣＤ-ＲＯＭの経済性については，データベース

提供者の側からも疑問の声があがっている。

Pergamon InfoLine のOppenheimによれば，

現在データベース作成者がＣＤ-ＲＯＭに目をつけ

ているのは｢もし中間業者(オンライン・ホスト)

をバイパスすることができれば18)｣100％の利益

が見込めるためである。しかし，と彼は言う，オ

ンラインからＣＤ-ＲＯＭに乗換えるのは, CD-

ＲＯＭの価格をはるかに越える料金を費している

利用者だけであり，その分オンラインからの収入

が減ることを考え合わせると儲かることにはなら

ないだろう。 ＣＤ-ＲＯＭは現在のオンライン利用
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者の一部をＣＤ-ＲＯＭ利用者に変えるだけで，マ

ーケットの拡大にはつながらないという見解であ

る。

　もう一つ興味を引くニュースは, Chemical

AbstractsやEngineering Index などをCD-ROM

化して販売していたDEC (Digital Equipment

Corporation)が，わずか５ヵ月でＣＤ-ＲＯＭ出

版から撤退したということである19）･2o）。売れ行

き不振によるものらしいが，不安定なCD-ROM

ビジネスを象徴していると言える。

　話を図書館に戻して，経済面の他にCD-ROM

導入についてどんな問題があるだろうか。

　「レファレンスあるいは貸出しデスクでのこん

な場面を思い浮かべるのは難しいことではない。

『ERICの1968年から1972年までは調べ終わり

ました。 1973年から1979年分を貸してもらえま

すか？　貸出中ってどういうこと？　今二重入れ

子にしたプール演算の真っ最中なんですよ。じや

あ検索結果をセーブして，私のほしいディスクが

戻って来るまで機械をそのままにしといてもらえ

ますか？21）』」

　このような運用上のトラブルは確かに起こり得

る。これは先にもあげたＣＤ-ＲＯＭのマルチアク

セスができないという欠点によるものである。こ

の点については，４人まで同時使用を可能にした

Multiplatterという製品が発表されている22）し，

光ディスクの方では何人もが多数のディスクに同

時アクセスできる「ジュークボックス」が現実に

作られているので，将来解決されるかもしれな

い。

　またＣＤ-ＲＯＭの長所であるコンパクトさが重

大な管理上の問題を引き起こす。（もし盗まれで

もしたら，すべてのサービスが失われてしまう

23）」のである。利用者の乱暴な扱いによってディ

スクに傷がついたりしないよう注意もしなければ

ならない。

　いろいろ考え合わせてみると，ＣＤ-ＲＯＭの可

能性は認めざるを得ないにしても，軽々しく即座

に導入というわけにいかないのが現状である。

　KoUinの次の意見は傾聴に値する。

　「実際，しばしば利用者がオンライン検索の料

金の一部または全部を負担している。 CD-ROM

では利用者は料金を支払わず，図書館が肩代わり

する。これは図書館『無料』の原則にもかない，

魅力のあることである。

　しかし多額の金をＣＤ-ＲＯＭやそれに付随する

問題やソフトウェアに費やす代わりに，利用者に

無料で無制限のオンライン検索を提供したらどう

だろうか？　ＣＤ-ＲＯＭ導入に伴う目に見えない

コストほど高価なものではないかもしれないし，

利用者は速報性とより広いデータベース選択の幅

を与えられるのだ24)｣。

５

　選書，発注，目録とCD-ROM

1987年３月に東販が45万点の書誌情報を収録

した小売書店向けのＣＤ-ＲＯＭシステムを発売し

た。これは検索した本をその場で注文できるよう

に東販と電話回線でつながっている。注目すべき

は更新頻度で，ＣＤ-ＲＯＭでは限界と言われる月

１回の更新を行なっており，速報性についてもさ

ほどひけを取らない。システム全体の利用料が月

３万９千円で，特別の大書店でなくとも導入でき

るということである25)。これをそのまま大学図書

館の発注業務に便うというわけには行かないだろ

うが，将来のシステムの可能性を示すものとして

注目される。

　欧米ではまずBibliofileという製品が興味深

い。４枚のディスクに300万件のＬＣＭＡＲＣレ

コード, ANY BOOK というディスクに150万件

の最近15年間に発行された英語の本の情報が収

められている。検索したレコードから発注伝票を

自動的に作成したり，受入チェックをしたりでき

る。またレコードをフロッピーディスクに取り込

んで加工したり，オリジナル・データを入力した

りして自館の目録を作成できる。さらにプリンタ

で目録カードやラベルを打出すこともでき，小規

模な図書館には便利なシステムである。 1987年３

月の時点で既に1,000館もの図書館が導入してい

るが，大きな図書館からはレコードのヒット率が

低いと不満の声もあがっているそうである26)。

　WLN (Western Library Network)ではLaser

ＣａtというＣＤ-ＲＯＭ目録システムを出してい

る。これはＷＬＮ加盟館の所蔵データをも収録

しているので。ニオン・カタログあるいは相互

貸借のツールとしても利用できるというものであ

る27)″28)ｏ

　同じような製品が他にも2，3出ているが，基

本となるデータはどれもＬＣＭＡＲＣレコードの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19



CＤ一一ＲＯＭと大学図書館

　　　　　　公開されるに至っている34)･35)。　これは言語で書ようである。

　この他に図書館自身が自館の目録をCD-ROM

化するというケースがある。そのために必要な処

理を行なうシステムがいくつか発表されている

(例としてはLe Pac, Spectrum 200，Intelligent

Catalogなどがある)。先駆的な例としてイリノ

イ大学がLe Pac を使って実験的にCD-ROM

目録を作成したことが報告されている29)。

　しかし｢オンライン目録とＣＤ-ＲＯＭ目録のど

ちらを選ぶかを多くの図書館が決定できるまでに

は，両者の詳細な比較・研究が必要である3o)｣。

追記型や消去可能型の光ディスクの価格が下がっ

て，ＣＤ-ＲＯＭを使うより有利になることも考え

られる。

　Online誌'87年９月号には，上記イリノイ大学

の経験に基づいたＣＤ-ＲＯＭとオンライン目録に

ついての考察が掲載されるということである31)。

どのような結論が出るか注目したいところであ

る。

6.資料保存手段としてのCD-ROM

　現在図書館では保存資料の劣悪化，保存スペー

スの不足といった問題が深刻である。コンパクト

で大容量，しかもランダム・アクセスができると

いう特長を持つＣＤ-ＲＯＭは，まさに絶好のタイ

ミングで登場したと言える。既にマイクロ・フィ

ルム，フィッシュといった手段はあるのだが，次

の述懐が示すように，決して満足の行くものでは

ない。

　｢私の仕事の一つは目録を取るためマイクロフ

ィルムから貴重書のタイトル・ページのプリント

アウトを取ることで，もう一つは紙やいやな匂い

のする現像液がなくなったら補給することだっ

た。私はマイクロフィルムの中身一貴重書－には

魅了されたが，その媒体と機械は大嫌いだった

32)｣。

　LC (Library of Congress)では早くから光デ

ィスク技術に目をつけていて，1982年に既に

MARCｨﾋされていない目録カードを画像データ

として光ディスクに収めている。元のカードのし

みや汚れを取り去るように入力したため，収録さ

れたイメージは鮮明だという33)。

　続いて大がかりな光ディスク・パイロット・プ

ロジェクトが施行さわ，1986年１月には利用者に
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かれた資料（雑誌，議事録など）ばかりでなく，

映像資料（写真，映画など）,音楽（ＬＣで行なわ，

れたコンサートの録音）と幅広く収録している。

　ＬＣのスタッフが実際に使ってみて，アンケー

トを取った結果が出ている。それによれば, 80%

の人がスクリーンに表示された文字を読み続ける

のは30分か限度であると言い，半分近くの人が

細かい部分が不鮮明だと言っている。検索につい

ては，半分以上の人が紙に書かれたマニュアルが

必要だとしている。また利用度の高い雑誌を光デ

ィスクに収めるのは，多数の端末（たとえば新

聞・雑誌室に20台）を設置しない限り，適当で

ないということである36）。

　もちろんこれはシステムの有用性を十分に評価

した上での指摘である。今まで保存状態が悪いた

め閲覧を許されていなかった貴重な資料がこれに

よって見られるようになるなど，メリットは大き

い。LC の場合はＣＤ-ＲＯＭではなく光ディスク

を使っているが，光ディスクよりコンパクトで規

格も統一されっつあるＣＤ-ＲＯＭを資料保存手段

として活用することは，本格的に考えられてい

い。

　ただし検討の末光ディスクを保存手段として採

用しないという結論を出しているところもある。

孫引きになって恐縮だが，スミソニアン協会図書

館では，古文書を扱引こは映像の質が今一歩であ

ること，コストが高いこと，標準規格が定まって

いないことなどを理由に採用を見送っている。ま

たNARA (National Archives & Records Ad･

ministrations)でも同様の報告がなされている。

公文書という資料の性格からして，ランダム・ア

クセスは必要ないし，アクセスされるのも何十年

に１度である。機械可読形式のものは，特に技術

革新の激しい現代においては，時がたつにつれて

それを読める機械がなくなってしまう恐れがあ

る。目に見える形の記録を残すことが重要であ

る，ということである37）。

　なおＣＤ-ＲＯＭそのものの寿命は一応10年以

上とされている。ディジタル記録の場合はコピー

しても質が落ちないので,10年に１度ずつコピー

してやれば，基本的には永久に情報を保存できる

ことになる。
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　　　　　　　　　とパーソナル・コンピュータとの１対１の「対　CD-ROMと著作権問題

不正なダウンローディングに悩まされ続けてい

るデータベース作成者たちは，ＣＤ-ＲＯＭの登場

によって著作権の問題が解決されると期待してい

たようである。つまりＣＤ-ＲＯＭはノヽイテクノロ

ジーの粋を集めた工場でしか生産ヤきないため，

収録データをまるまるコピーするというような不

正行為は不可能だと考えられていた。またCD-

ＲＯＭの欠点とも見られる更新不可能性が逆に幸

いして，勝手な変更を防止し，データベースの権

威と統一を保つことができるとも考えられてい

た。

　しかし現実には追記型や消去可能型の光ディス

クが続々と発表され，このような期待は消し飛ん

でしまっている。また「香港あたりでマスター

し，どんどんコピーして海賊版ＣＤ-ＲＯＭを売ら

れたら，手の打ちようがない38）」との声もある。

　さらに雑誌をＣＤ-ＲＯＭに収録し，顧客からの

注文に応じて必要な論文をプリントアウトしてサ

ービスするというＡＤＯＮＩＳのような会社も出現

している。これはヨーロッパの大手出版社４社

（シュプリンガー，パーガモン，ブラックウエル，

エルゼビア）の共同出資によるもので，（雑誌を

買わないで安いコピーのみで済まずコピー公

害”に対する自衛手段39）」であると出版社側では

言っている。

　図書館が雑誌などをＣＤ-ＲＯＭに収めて利用者

に自由にプリントアウトさせるなどのサービスを

始めれば,当然著作権の問題が起こって来る。LC

では前述の光ディスク・プログラム施行に際し

て，この点について十分に考慮を払っており，

1986年に「Library of Congress Optical Disk

Program―Guidelines and Principles for Print

Materials」というのを発表している4o）。ここでは

その内容を詳しく見て行く余裕がないが，こうし

たガイドラインを参考にしつつ，著作権の保護と

平等な情報提供を両立させて行くことが図書館に

求められていることを銘記する必要がある。

８
　大学図書館の役割とCD-ROM

ＣＤ-ＲＯＭについて調べて来て痛感したこと

ほ，図書館をメイン・ターゲットとしているにも

かかわらず，これが極めて個人指向の強いメディ

アだということである。基本的な使用形態が個人

話」であること，複数の人間が同時にアクセスで

きないこと，膨大なデータが手の平に乗るくらい

の小さなディスクに収まってしまうこと，大量生

産によりディスク自体は安価であること，ノヽ－ド

ウエアもさらに値下りが見込めること。　しかも

ＣＤ-ＲＯＭの。－ザー・インターフェイスの開発

者たちは，ＣＤ-ＲＯＭの情報を個人化できるソフ

トウェアを作る方向に進んでいる。具体的には，

教科書に印をつけるように，ディスプレイ上での

高輝度表示，アンダーライン，欄外へのメモなど

の機能を与えようというものである41）。

　ＣＤ-ＲＯＭがこのまま広く普及したとすれば，

未来の研究者・学生は１人１人が自分専用のワー

クステーションを持ち，何枚ものＣＤ-ＲＯＭから

必要な情報を取り出すことになるだろう。

　「図書館員は伝統的に自分たちの提供するサー

ビスを『方向を示すもの』と定義してきた。すな

わち利用者に適当な情報源を示唆はするが，ほと

んどの場合，答を提供することはない42）。」

　こうしたサービスは，誰にでも簡単に扱える

ＣＤ-ＲＯＭ（あるいはオンライン）データベース

の出現によって不要となるだろう。ここまで来れ

ば図書館無用論まであと１歩である。大学図書館

および図書館員の果たすべき役割が根本的に問い

直されようとしているのだ。

　現在既に図書館員に頼らず，自分でオンライ

ン・データベースを検索している人たちについて

の報告がある。（成功しているエンド・ューザー

たちが図書館を完全に見捨てないことを希望す

る43）」というのがこの報告の締めくくりである。

9.おわりに

　アメリカで発生したＣＤ-ＲＯＭ台風は刻々勢力

を増しながら，日本を直撃するコースをたどって

いる。しかしその進路を予測するのは本物の台風

よりむつかしい。このまま日本へ上陸して大きな

影響を与えるのか，それとも温帯性低気圧くらい

になってしまうのか。進路を転じて朝鮮半島ある

いは台湾・香港の方角へ向かうことも考えられ

る。

　台風は，備えを固めて被害を最小限に食い止め

さえすれば，水不足を一挙に解決する大量の雨を

もたらしてくれる天の恵みでもある。
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　今後の気象情報に十分御注意いただきたい。

　（付記）資料収集にあたって，図書館情報大学

附属図書館の皆さん，学術情報センター共同利用

係の室橋真氏，そして筑波大学附属図書館の皆さ

んのお世話になりました。厚く御礼申し上げま

す。
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